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スプリント競技について

【スプリント競技の概要】

3 年前より ARDF 国際ルールで正式種目となった競技で、2014 年の世界大会(カザフス
タン)、2015 年の Region3 大会(群馬県)でも開催された部門です。この部門の採用によっ
て、従来の ARDF競技は国際的には「クラシック競技」という名称となりました。

JARL のルール(ARDF 実施方法)では、未だ正式な部門として採用されていませんが、
国際ルールに準じた内容で実施を予定しています。(一部ローカルルール有り)

周波数帯は「3.5MHz帯」のみで、従来の 3.5MHz帯競技で使用している受信機
がそのまま使用できます。

競技エリアの広さは、従来の ARDFの 1/4～ 1/5ほどの狭いエリアとなります。
そこに 5台 1セットの TXが 2セット設置(計 10台の TX)されており、選手はまず 1セ

ット目の TX(第 1ループ)を探査した後に、2セット目の TX(第 2ループ)を探査します。
TXから発信される電波は「12秒」毎に切り替わり、「12秒× 5台」＝ 1分サイクルで TX

は電波を発信していきます。

【スプリント競技の実施方法】

一部、Region1の国際ルールと異なる部分もありますが、機材
や運営方法の関係から、以下のような実施方法で開催します。

(1)スタートについて
従来の ARDFとは異なり、「2分」毎に選手がスタートしていきます。

・スタート 6分前・・・選手の呼び出し
・スタート 4分前・・・競技地図の配付
・スタート 2分前・・・スタートラインへ移動する

スタート走行コースは従来の ARDF と同じで、スタート直後に受信機のスイッチを入
れることができますが、探査行為はコースを出てからになります。

(2)競技の進め方について
1セット目の TXを「TX1～ TX5」(第 1ループ）、2セット目の TXを「TX1F～ TX5F」

(第 2ループ)とよびます。
スタート後は、まず第 1ループの TXを探査します。探査対象となる TXは、従来の ARDF

と同様にクラス別に指定されています。

第 1ループの探査から第 2ループの探査に移るときには「スペクテーター」を通過しな



ければなりません。スペクテーターからは別周波数で電波が連続送信されていますし、競

技地図にも位置が記載されています。またそこには従来の ARDF でも使われるフラッグ
が設置されています。

スペクテーターをチェックした時点で「第 1ループ終了」となり、そこから始まるスペ
クテーター走行コース(一方通行)を通り、走行コースを出たところで「第 2ループの探査
開始」となります。

その後は第 2ステージの TXを探査します。探査対象となる TXは、従来の ARDFと同
様にクラス別に指定されています。

探査を終了してゴールする際は、従来の ARDF と同様にビーコンチェックをしてゴー
ル走行コースを通ってゴールします。

競技制限時間は通常 60 分ほどで定められています。各ループでの時間配分は定められ
ていません。(今大会の競技制限時間は、当日の競技説明にて発表します)

(3)TXについて
第 1ループの TXを「TX1～ TX5」、第 2ループの TXを「TX1F～ TX5F」とよびます。
スタート地点から 100m以内に「TX1～ TX5，TX1F～ TX5F」は設置されていません。

(スペクテーターとゴールビーコンは、100m以内に設置されている場合があります)
また各ループにおいて TX は 100m 以上の間隔(競技地図上の直線距離)をもって設置さ

れています。

各 TXには、従来の ARDFで用いられているフラッグは設置されていません。今大会で
は SI ステーションに TX 番号を明記することで、目視にて TX を識別できるようにしま
す。スペクテーターとゴールビーコンには、従来の ARDF で用いられているフラッグが
設置されています。

TX の空中線電力は「0.3 ～ 1W」で(従来の ARDF は 3 ～ 5W です)、電波は水平無指

向の垂直偏波です。

(4)各 TXの周波数と、モールス符号の速さ
・第 1ループの TX1～ TX5 3.52MHz 50PARIS (従来の ARDFと同じ速さ)
・スペクテーター 3.54MHz 70PARIS (従来の ARDFより速い)
・第 2ループの TX1F～ TX5F 3.57MHz 70PARIS (従来の ARDFより速い)
・ゴールビーコン 3.60MHz 50PARIS (従来の ARDFと同じ速さ)

(5)各 TXの識別符号(モールス符号)
・TX1・TX1FはMOE （－－ －－－ ・）

・TX2・TX2FはMOI （－－ －－－ ・・）

・TX3・TX3Fは MOS （－－ －－－ ・・・）

・TX4・TX4Fは MOH （－－ －－－ ・・・・）

・TX5・TX5Fは MO5 （－－ －－－ ・・・・・）

・スペクテーターは MO （－－ －－－）

・ゴールビーコンは MO （－－ －－－）



【よくある質問】

Ｑ：第 1 ループの TX と、第 2 ループの TX は、独立したエリアに設置されていますか？
Ａ：されていません。設置プランによっては結果的に独立したエリアになるかもしれませ

んが、基本的には同じエリアに混在するものとお考えください。

Ｑ：第 1ループの TXと第 2ループの TXも 100m以上離れていますか？
Ａ：離れていません。設置プランによっては結果的に 100m 以上離れることになるかもし
れませんが、基本的に異なるループの TXの間隔は考慮しません。

Ｑ：スペクテーターとゴールビーコンの間隔(距離)が 100m 以内の場合もあるのでしょう
か？

Ａ：スペクテーターとゴールビーコンの間隔は定めません。従って 100m 以内の場合もあ
れば、100m以上離れているかもしれません。

Ｑ：スペクテーターと各 TX、ゴールビーコンと各 TX の間隔(距離)が 100m 以内の場合
もあるのでしょうか？

Ａ：スペクテーターと各 TX、ゴールビーコンと各 TXの間隔は定めません。従って 100m
以内の場合もあれば、100m以上離れているかもしれません。

Ｑ：誤ってスペクテーターをチェックする前に第 2 ループの TX を探査チェックしたらど
うなりますか？ また誤ってスペクテーターをチェックをした後に第 1 ループの TX を
探査チェックしたらどうなりますか？

Ａ：誤った TX の探査チェックだけが無効となります。失格にもなりません。その誤った
探査チェックによって正規に探査チェックした TXが無効になることもありません。

(例) が有効 TX1 → TX3F → TX4F → TX4 →(スペクテーター)
→ TX3F→ TX1 → TX5F →(ゴールビーコン)→(ゴール)

認められる探査 TX = 4個 ( TX1 ,TX4 , TX3F ,TX5F )

Ｑ：スペクテーターを通過(チェック)した後に、第 1ループに戻ることはできますか？
Ａ：できません。もしスペクテーターを 2回以上通過(チェック)した場合は、最初の通過
で「スペクテーター通過」として、2回目以降の通過は無視します。
例えば、スペクテーター通過後に未探査チェックであった第 1 ループの TX をチェッ



クして、再度スペクテータを通過(チェック)しても有効とはなりません。また 2回目以
降のスペクテーター通過によって、有効な第 2 ループの TX が無効となることもありま
せん。

Ｑ：スペクテーターの走行コースは逆走してもよいでしょうか？

Ａ：スペクテーター走行コースはゴール走行コースと同様で一方通行です。従って逆走禁

止です。もし誤って走行コースに侵入してしまった場合は、他の選手を妨害せぬように

すみやかに走行コース外へ出てください。そしてあらためて入口(スペクテーターのチ

ェック・ゴールビーコンのチェック)から入りなおしてください。

Ｑ：スペクテーターの SI ステーションをチェックしても走行コースを通らなければ、ス
ペクテーター通過とはならないのではないでしょうか？

Ａ：スペクテーターの SI から走行コースが始まっていると理解してください。従ってス
ペクテーターの SI をチェックして走行コースを通らないとということは、走行コース
の逆走を意味します。この考え方はゴール走行コースも同様です。


